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冬

之
躙

涸
６
月
曖
日

（
本

）
「
嗜
気

（
３
住
諄
よ

い

和
謙
山
ホ
建

つ
く
３
会

」
は

‘
３

黒
３
日
告

ス
、
ｐ
自
横
２
の
群
簾
山
市
長
ぜ
ず
聾
〓
ギ

た
か
し
ャ
）ん
ｔ
場
立
可
３
と
経
疑
じ
ま
し
た
。

中
蒙
た
か
し
さ
ん
は
、
／
９
４
７
年
３
月
和

勲
山
お
往
妻
た
①
“
歳
．
和
歌
農
ξ
燿
辛
セ
シ
タ
‐
（
現
在
の
和

勲
由
虚
醸
篇墾
大
攣
織
と
Υ
。
和
勲
山
學
寝
Ｆ
迫
書
誰
長
な
ど
ｔ
請

あ
，
理
右
は
全
国
鐘唇
籠
こ
覆
問
。
「麗
業
暖
層
の
尋
門
衆
で
す
。

』

済
］
輔

絆

岬

深

鮮

弾

螂

鞍

型
襲

肪

ま
す
。
ホ
謙
希
特
蒙
事
に
は
中
村
あ
さ
と
さ
ん
ド
立
猥
補
し
ま
ｔ

含
石
は
、
日
本
共
心
党
市
議
団
の
管
甲
奥
参
の
襲
告
で
す
。

乙
目
Ｂ
Ｑ
へ
Ｃ
）
日
本
装
産

克
０
森
下
さ
ち
≫
議
一憂
は
、
営

菫
採
百
に
つ
い
ｔ
一
殺
管
曽

憲
し
た
。
森
下
響
費
は
、
ヤ
重

保
薄
床
算
機
さ

。／
人
城
際
嵯

毎
ど
の
中
７
犠
の
枚
課
森
の
生

録
を
保
暉
す
３
と
と
も
に
裸
鐸

悲
め
働
く
権
利
と
蒙
族
の
性
考

乞
氷
λ
６
目
的
ｔ
持
、
て
い
３

ビ
述
べ
、
理
業
の
を
碁
孟
Ｔ
角
は
、

必
要
な
子
ど
も
が
利
印
で
き
て

い
離
レ、
と
し
て
、
暮
縫
帰
直
、

３
年
生
装
マ
し
か
剰
口
で
き
な

い
、
土
曜
に
相
設
し
て
た
い
‐

麻
育
峰
問
伊
嘘
い
、
他
導
・書
の

待
遇
伊
お
熾
さ
と
指
摘
。

′曖
【牢
３
用
に
３
と
も
・
テ
畜

て
隠
運
３
鰍
錮
隊
就
、
お
第
ｔ

鰈
ク
リ
８
“？
簾
護
聡
警

よ融
■
つ

アヽ
ニ

，″

乙

颯
鼈
膀
巫

シ
ラ^
動
馴
鰤
Ｎち

已

悽

冬

聰

る
。平
壁
ま
で
引
き
上
げ
も
こ
と

子
闇
裁蓼日
、
閣
殻
時
間
．
樋
誰

一一・．‘一【一一̈
一・̈
】一一一̈
一̈
・一一一一・一̈
一̈
¨

て
い
Ｓ
Ｏ
で
は
２
じ

竹
措
会
の
人
と
、
て
く
て

く
地
域
ｔ
歩
［
て
回
っ
た
と

き
舎

とヽ
な
，
き
い
ア
パ
ー

ト
の
入
ソ
回
ミ
リ
に
堂
さ
缶
．

厳
諾
が
結
ま
ネ
て
し、
も
。
ゴ

ミ
｛屡
歌
ビ
化
ｔ
て
い
３
淑
①

詢
ｔ
邁
ソ
、
躍
ぎ
訪
閣
。
す

る
と
あ
て
？
ら
、
ふ響
郎乞
罐

ん
な
像
の
人
が
４
い
夕
け
て

来
て
「
行
し
に
き
た
し
て
大

声
で
我
々
ｔ
晟
嚇
苛
３
。

「其
鷹
党
で
推
拶
に
自
っ

て
い
る
」
と
強
οえ
３
も
議
が

通
じ
な
い
。
情
域
と
侵
犯
さ

え
た
と
馬
っ
た
の
な
３
う
。

圏摩終鵡玲Ω

(■ の24)

の
茎
幸
ｔ
祭
仰
々
十
ち
こ
と
が

義
務
お
け
りヽ
れ
　
ｔ
年
か
％本

語
実
施
す
も
計
画
子ま
５
一と

い
う
，
市
の
汀
｛辱
営
閣
。

致
撃
的
で
欲
３
。
近
所
か
ら

は
お
そ
ち
＜
疎
ま
燃
て
い
３

の
で
は
′隔
し
，
、
か
ｏ
し
伊
し
、

し
か
し
で
あ
３
。
あ
ざ
力
ご

え
句
ｔ
つ
け
に
出
て
来
３
と

こ
５
ｔ
見
５
て
、
■
０
人
は

「
さ
び
）
い
し
の
で
は
？
月
一

り
ｔ

一′困
ら
む
て
い
る
人
は
一

‐実
は
鶴
っ
て
い
う
人
」
と
よ
一

く
書
う
。
最
脅
は
捨
マ
舎
濃
一

ｔ
残
し
て
な
つ
て
鱚
か
な
た
。一

導
いた
な
在
に
さ
せ
ち
い
で
一

逐
耐
翼
く
、
間
わ
り
続
叶
邸
一

専
問
家
が
ソ
ー
シ
キ
ル
ワ
‐

カ
ー
と
よ
ば
率
３
人
た
′
む

つ
か
し
い
が
編
腫
よ
３
出
審

付
ふ
ｓ
、

麟抒鯉醗

詈

＞

）
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国
民
筈
練
中
聾
冨
かけみ

６
員
じ
口
（ｅ
）
日
杢
玉
な

提
の
な
編
か
っ
う
香
）は
、
市

伊
４
月
の
ホ
靭
で
、
国
民
使
鍮

探
喉
粋
叢
納
の
工
琳
金
吉
徴
牧

す
る
と
群
晨
し
た
Ｉ
と
に
つ
い

て
一
般
管
間
し
ま
し
た
。
私
坂

継
百
は
、
４
月
か
ら
華
督
栽
伊

９
■
に
増
税
十）ス
．
ホ
屁
の
ａ

々
０
生
者
ｔ
圧
迫
す
ら
な
け
で
，

そ
梅

く
支
払
レ、
営
げ
ら
カ

に
孫
澪
さ
季
２

置
は
支
払

金
額
柚鏑
だ
、
ま
す
■
２
押鱗

つ
い
て
賞
間
じ
お
軽
だ
。
お
は
，

壬
聡
金
に
つ
い
て
２
年
か
け
マ

に
な
３
馬
循
環
に
陥
う
と
結
繕

一
ホ
民

に
周
知
し
て
き
た
と
ら
針

し
、
延
率
鋭
総
徴
取
寸
べ
き
で
一
ひ
撫
回
ｔ
雑
奮
。
驚
軍
轟
曇
い
、

は
な
い
て
主
張
し
ま
した
。
ま
丁
〔
”
保
眠

ｔ
引
キ
ｉ
げ
３
た

た
、
理
在
令
純
智
ふ
て
し
て
払
一
あ
じ
凰
ひ
負
棒
ｔ
増
￥
弯
一」と

”
続
け
て
い
Ъ
人

へ
①
持
膚

に

一
文
季
あ
ま
と
春
軍
し
ま

し
た

。

６
月
鯵
日
（
日

）
日
本
装
産

一
ぇ
気

に
保
び
奏

っ
て

い
３
と
多

登
Ｑ
甲
翅
走
ち
ξ
雪
品

、
崎
一
ヽ

こ
の
基
斃
蠣
■
マ
ら
ス

釉
Ｑ
一鎮
悌
グ
場
に
つ
い
て
■

τ
３
〓
晨
つヽ
と
）

蛯
釉
の

竜
知
■
優
鯛
幕
象
曲
鱚
躙
圏

鱗
」聰粍
赫鰭
覇
勢
藝
輌魏

圏
ム

日
本

圏
題
”

レ、
移
密
国
会
重
成
立

移
客
繹
護
法
の
年
内

め
施

婿
ｔ

あ
ざ

し
、
戦

後
わ
め
て

秦
参
働
呪
に
常
殻
の
種
類
〓

を
装
百
じ
マ
回
グ
と
政
府
の

稀篠
運
提
示
制
に
組
み
込
む

■
趣
密
日
会
琺

」

（
口
会

琺

蒼

宋
）が
６
月
”
日
の
参
晩

本
含
議
重
賀
婿
採
次
寺
ン
、自

目
、
Ｃ
明
Ｑ
Ｔ
臥
”
数
で
可
求

，成
立
し
ま
し
た

。
日
本
書
磨

党
は
反
滞
し
ま
し
た
。

森
大
ｆ
χ
主
っ
Ｆ
対
討
論
で

日
本
雫
庵
営
の
仁
比
璃
平
参
粛

義
野
は
「内
閣
の
判
断
ｔ
日
会

の
上
に
置
し、
ζ
養
を
占
「Ｆ
彙

す
ｔ
い
Ｆ
」
と
ミ
ベ
、
勇
策
に

羹
く
市
議
し
ま
し
た
。

豊
案
に
は
、
Ｃ
新
議
す
３

警

会
に
特
健
秘
密
ナ
選
出

す
３
か
ど
う
か
は
内
嶺
ｗの
判

断
ｏ
回
合
碧
雪
の
プ
フ
イ
バ

シ
ｌ
ｔ

，
”
ギ
）ら
咀
夢
冨
す

３
「適
正
選
脚
」ｔ
持
ち
塾

心
０
日
９
磯
ス
雄
ぼ
樫
若

潟
え
い
ｔ
疑
カ
ネ
た
ら
根
将

を
明
ｔ
ギ
鯰
硬
と
合
む
蜜
罰

ひ
封
繁
に
さ
４
５
春
で
の
間

題
点
が
よ
り
ま
す
。

森
株
続
採
に
よ
３
♯
ノｋ
の
不
字
．

犠
定
理
と
は
名
ば
か
り
で
石
告

物
冨
混
入
①
ん
随
ヤ
増
滑
り
層

藤́
．
」言
本
Ｃ
が
／
θ
ο
万
円
で

た
囀
争
若
界
経
験
の
金
塁
奮

絶
県
か
ら
の
「ゴ
〓
拾
Ｋ
場
」

に
毎
３
螢
層
藤
む
か
ら
、
ね
殿

山
市
民
デ
諄
震
小尻
い
ら
し
計

画
ｔ
断
合
す
べ
き
と
い
声
智
広

が
っ
て
い
う
ご
と
ｔ
毬
描
し
ま

し
た
。
〔
望
ジ
界
は
、
曇
業
君

督

も

基

等
機

雪

前
計
Ｑ
青
等
に
つ
リ
ス
．
市ヽ
Ｑ
対
応
を
管
問
し
ま
し
た
。
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圏
醐
騨
琶
薫
確
市
客
屁
暗
書
い

、
６
ｎ
田
日
（
状
）
日
本
井
虐

勢
①
翡
春
鮮
墨
５
は
・
宅
知

め
藩
晟
懸
分
場
に
っ
い
て
一殺

質
問
し
ま
し
た
。
蒲
ュ
餞
中
の

質
問
で
、
県
下
い
た
縫
処
令
場

に
つ
い
て
県
か
５
暴
藩
纂
すｔ

ｅ
け
、事
業
準
炒
７
鼻
警
舟

史
子
し
縫
⊇
品
は
３
竹

麦

設
中
ド
２
絆
‐
理
士
中
が
４
件

中
止
命
令
ｔ
畔
け
姜
霊
盈
脚か

／
け

農

■

き

害

蟹

肇

ε

砂

睦
付
卜

と
リ
フ
〓
て
か
朝
ら
か

卜糧
，

ｔ
レ
に
，
熾
違
看
ｅ
嘩

葉
釉
９
優
乍
雙
籍
爵
こ
は
ヽ

製
年
間
と
い
つヽ
辰
御
の
理
ム
套
年

業
こ
絡
遅
監
視
Ｂ
年
で
露
年
雑

に
は
曇
発
縫
上
ヒ
竜
３
が
、
庭

常
体
ｆ
＜
将
来
に
あ
た
っ
て
み

な
す
３
こ
と
か
ら
．
彰
曹
ｆ
簾

蒙
本
．
れ
静
出
嶼
標
本
本
で
は

竹
額
の
公
景
か
支
出
さ
索
て
い

３
一一と
を
熱
介
。
投
置
許
Ｔ
桂

を
持
拿
〔
体
‐
貴
印
ｔ
含
４
管

理
著
乏

呆^
Ｂ
一こ
を
指
締
・


